
九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」

で
す
。
今
年
は
既
に
、
熊
本
県

で
の
地
震
や
、
千
葉
県
な
ど
で

の
水
害
な
ど
全
国
各
地
で
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
い
う
言

葉
の
と
お
り
、
不
測
の
事
態
に

備
え
て
の
心
構
え
や
、
準
備
が

必
要
で
す
。
今
年
も
全
国
各
地

で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

こ
こ
姫
路
地
域
で
は
、
昭
和

51
年(1976)

九
月
に
集
中

豪
雨
に
よ
る
大
規
模
水
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
勝
原
地
区
内
で

も
死
者
が
出
て
お
り
、
多
数
の

家
屋
が
床
下
浸
水
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
５
０
年
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
で
も
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
対

す
る
事
前
の
備
え
と
、
発
生
し

た
場
合
の
行
動
指
針
な
ど
心
構

え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
意

識
し
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

「
敬
老
の
日
」
は
、
今
年
は
九

月
二
十
一
日
（
月
・
祝
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
秋
の
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー

ク
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
夏
は
異
常
な
猛
暑
が
続
い

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
は

過
ご
し
易
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

「
敬
老
の
日
」
の
制
定
を
全

国
に
呼
び
か
け
た
の
は
、
兵
庫

県
多
可
郡
野
間
谷
村
（
八
千
代

町
を
経
て
、
現
在
の
多
可
町
八

千
代
区
）
の
村
長
で
あ
っ
た
門

脇
政
夫
で
す
。
昭
和
22
年(19

47)

９
月
15

日
に
村
主
催
の
「
敬
老
会
」
を

開
催
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

門
脇
氏
は
、
平
成
22
年(201

0)

に
98
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
生
前
彼
は
、
９
月
15
日
に

祝
日
の
意
味
が
あ
る
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

今
は
毎
年
、
日
が
移
動
し
て
お

り
、
今
年
は
21
日
（
月
・
祝
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
各

地
で
「
敬
老
会
」
行
事
が
行
わ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
勝
原
公

民
館
の
文
化
講
座
の
講
座
生
の

方
々
の
中
に
は
、
敬
老
会
行
事

に
呼
ば
れ
て
様
々
な
得
意
芸
を

披
露
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

勝
原
校
区
で
は
、
十
一
月
三

日
（
火
・
祝
）
に
「
校
区
ふ
れ

あ
い
運
動
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
当
日
の
午
前
中
に
、
勝

原
小
学
校
運
動
場
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
向
け
て
校
区
内
の
各
種
団

体
の
関
係
者
が
、
準
備
作
業
な

ど
に
従
事
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
中
で
勝
原
幼
稚

園
は
今
年
度
末
を
以
っ
て
休
園

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

同
園
に
と
っ
て
は
最
後
の
活
動

舞
台
と
な
り
そ
う
で
す
。
皆
様

で
最
後
ま
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

大
正
十
年(1921)

九
月
発

行
の
『
兵
庫
縣
揖
保
郡
勝
原
村

村
勢
要
覽
』
に
よ
る
沿
革
史
を

見
て
み
ま
す
。

明
治
維
新
前
は
丁
、
下
太
田
、

朝
日
谷
、
宮
田
の
四
ケ
村
は
旧

龍
野
藩
、
矢
田
部
出
屋
敷
は
旧

林
田
藩
、
山
戸
、
熊
見
は
旧
幕

領
地
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
中
略
）
明
治
二
十
二
年
四
月

市
町
村
制

の
施
行
の

際
、
勝
原

村
と
改
称
。

明
治
三
十

三
年
六
月

矢
田
部
出

屋
敷
を
大

谷
村
に
改

称
し
ま
し

た
。
次
に

大
正
六
年

五
月
十
日
、

丁
、
下
太
田
、
大
谷
、
朝
日
谷
、

宮
田
、
山
戸
、
熊
見
と
改
称
し

た
と
記
し
て
い
ま
す
。

ま
た
大
正
九
年
時
点
の
戸
数

は
４
２
６
，
人
口
は
男
１
，
１

２
１
、
女
１
，
０
９
９
人
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
当
時
の
小
学
校
は
尋

常
科
児
童
２
９
２
、
高
等
科
児

童
９
１
人
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
と
し
て
は
勝
原
村
役
場
が

勝
原
尋
常
高
等
小
学
校
を
支
え

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
行
政
組

織
と
し
て
揖
保
郡
に
属
し
て
い

る
よ
う
に
、
揖
保
川
水
系
を
中

心
と
し
た
行
政
や
学
校
間
の
交

流
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

南
部
八
校
な
ど
と
呼
ば
れ
、
揖

保
川
水
系
の
近
隣
八
校
が
交
流

を
続
け
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。こ

の
勝
原
村
が
廃
止
さ
れ
る

の
は
、
戦
後
の
昭
和
２
１
年
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
新
た
に
姫

路
市
に
合
併
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
宮
田
の
大
部
分
が
勝
原
校
区

か
ら
離
れ
て
大
津
茂
に
な
る
の

は
、
先
に
な
り
ま
す
。
茶
屋
は

勝
原
に
残
り
ま
す
。
次
に
、
下

太
田
住
宅
や
勝
山
町
の
誕
生
、

県
営
住
宅
勝
原
の
誕
生
は
、
さ

ら
に
先
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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勝
原
公
民
館
だ
よ
り

〇日時 ９月２６日（土）
１０時から午前中
〇場所 勝原小学校体育
館
〇主催 勝原公民館
〇協力（公財）兵庫県障
害者スポーツ協会・ひょ
うごパラスポーツ指導者
協議会など
〇内容
・ボッチャ
・卓球バレー
・ふうせんバレーボール
・モルックなど
〇参加希望者は、お気軽
にご参加ください。無料。

パラスポーツ体験会

禅
寺
の

縁
の
微
睡
（
ま
ど
ろ
み
）

秋
風
鈴

茜
句
会

森
澤
精
敏

敬
老
の
日

勝
原
村
の
こ
と

校
区
運
動
会

防
災
に
つ
い
て



こども書道 9/13㊐10:00~ 渡部素子先生

こども絵画 9/20㊐10:00~ 村上陽子先生

～地域講座・公民館での活動～

こども日曜教室

9月・11月の教養講座

★『移動児童センターまわ～る』

なかよしランド

10月13日㈫ 10：00～

演遊舎「ぶんちゃんはまちゃんの

たのしい劇あそび」を予定しています

首すわりから就学前までのお子さんと

保護者対象

はいはいランド

10月30日(金) 14：00～

親子ふれあい遊び、季節のわらべうた遊び

「山の音楽家」シアターなど

★『やながせひろば』

公民館であそぼう

10月27日㈫ 10：00～11：15

ふれあい遊びや簡単な制作をして遊びます

★『男の料理教室』

9月17日(木) 10:00～

講師 相曽由美子・佐治由美子先生

★『郷土の歴史講座』当日参加OK！

9月10日(木) 13:00 ～

（奇数月第２木曜）

講師 森澤江利先生

★『まちづくり』当日参加OK！

10月８日(木) 13:00～

（偶数月第２木曜）

講師 三木基弘・公民館長

教養講座 「 絵本と歌 L i v e   」

９月 12日(土) ９:30～

講師：「えほん いろねこ」の皆様

内容：聴いて、感じて、話して、見る

募集：参加申込は、勝原公民館まで。

月曜日休館（ご注意ください）

教養講座 「 糖尿病について 」

11月 19日(木）13:30~

講師：入江病院医師 清水 匡先生

内容：糖尿病について、分かり易く

説明していただきます。

こども向け公民館での活動

カリンバ

今回は「カリンバ教室」を紹介し

ます。

素敵な音色に癒されながら脳トレ

にもなるカリンバ。

主に親指で弾いて演奏するため

「親指(サム)ピアノ」とも呼ばれてい

ます。

オルゴールのような優しい音色で

す。

お気軽に見学にお越しください。

予定日： 9月12日㈯

時間： １３：３０～１５：００

勝原公民館１階 研修室

講師： 中田りえ先生

廣瀬三津子先生


